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　11月上旬から管内で農業祭・産業祭が２年ぶりに開催され同時に農産物の品評会が行われました。
品評会において受賞された方々は次の通りです。（敬称略）

2021

令和３年度 石見農業祭 品評会 第17回 美郷町産業祭
「美郷ふるさとまつり」
農林産物品評会

【１等】15名
広島菜 笹　崎　士　朗 白菜 寺　本　アツミ
白ねぎ 竹　崎　　　繁 大根 白　須　幸　雄
サツマイモ 伊　東　　　宏 ジャガイモ 寺　本　なみ子
玉ねぎ 寺　本　なみ子 柚子 佐々本　和　男
里芋 山　田　絹　枝 里芋 森　本　利　雄
こんにゃく芋 藤　本　巴　恵 柿 石　橋　眞　一
米 （農）森実AA  かぼちゃ 石　橋　眞　一
ブロッコリー 寺　本　夏　男

金　
賞

品目名 出品者名
白ネギ 有　井　昌　晃
ミニトマト 農事組合法人　ファームむらじ
自然薯 尾　原　　　豊
白菜 松　本　供　榮
ブロッコリー 品　川　美　穂

銀　
賞

品目名 出品者名
さつまいも 邑智小学校1年生・おおち保育園さくら組
さつまいも 大和小学校２・３年生
さつまいも 梅　田　義　雄
白ネギ 農事組合法人　田立
白ネギ 加　島　初　美
しょうが 窪　田　幸　子
スプレーストック 小松地農園

銅　
賞

品目名 出品者名
レモン 西　嶋　伸　介
柿 景　山　春　芳
キャベツ 品　川　喜代市
キャベツ 道　畑　俊　男
じゃがいも 梅　田　信　雄
いんげん 竹　下　雄　司
白ネギ 保　名　利　光
大根 デイサービスつくし苑「つくし農苑」
キウイ 浜　田　明　美
里芋 淺　原　玲　子

【２等】７名
栗 横　山　郁　子 白菜 白　須　幸　雄
白ねぎ 竹　崎　勝　子 大根 アグリサポートおおなん
柿 寺　脇　義　文 小豆 高　畑　澄　子
ギンナン 佐々本　寿美恵

【３等】５名
広島菜 竹　元　俊　明 白ねぎ アグリサポートおおなん
大根 寺　本　夏　男 里芋 寺　本　なみ子
黒豆 山　田　絹　枝

11月７日日

11月13日土・14日日
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今
年
管
内
で
産
ま
れ
た
子
牛
を
集
め
「
令
和
３
年
度
J
A
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管

内
子
牛
共
進
会
」
を
11
月
5
日
、
邑
南
町
の
石
見
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
進
会
は
島
根
お
お
ち
管
内
産
牛
の
更
な
る
優
良
雌
牛
の
選
出
及
び
来
年
に
開
催
さ

れ
る
鹿
児
島
全
共
若
雌
区
候
補
牛
を
選
抜
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
畜
産

セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
出
品
頭
数
を
制
限
し
た
9
頭
が
出
場
し
、

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
家
畜
衛
生
部
長
他
5
名
の

審
査
員
に
よ
る
個
体
・
比
較
審
査
な
ど
厳
正
な
審
査
が
行

わ
れ
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

特
選
賞
を
含
め
た
優
秀
な
子
牛
は
、
管
内
保
留
さ
れ
、

地
域
の
畜
産
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
で
は
11
月
８
日

か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
、
島
根
県
内

の
学
生
等
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
「
米
」

を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
J
A
し
ま
ね
女
性
部
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

収
入
が
減
少
し
た
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
休
校
等
に
よ
り
子
ど

も
食
堂
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
協
議
し
始

ま
っ
た
も
の
で
、
島
根
お
お
ち
女
性
部
も
こ
の
支
援
活
動
に
呼
応
す
る

形
で
取
り
組
も
う
と
各
支
部
に
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
僅
か
な
期

間
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
支
店
・
事
業
所
に

た
く
さ
ん
の
支
援
の
玄

米
が
持
ち
よ
ら
れ
、
約

2
5
0
㎏
が
集
ま
り
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
玄
米

は
J
A
ア
グ
リ
島
根
に

送
ら
れ
、
精
米
・
袋
詰

め
の
後
、
各
支
援
先
に

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
寺
内

女
性
部
長
は
、「
こ
の

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
多
く
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

令
和
３
年
度
J
A
し
ま
ね
島
根
お
お
ち

地
区
本
部
管
内
子
牛
共
進
会
開
催

島
根
お
お
ち
女
性
部
支
援
活
動

5
11月

8
11月

12
11月

~

受　賞　者（敬称略）
順位 住　所 氏　名 受賞牛
首席 桜江町 井下勝若 すずらん号

２席 美郷町 彦田畜産
株式会社 りりまり号

３席 川本町 岡田正明 ふくこ号

調教賞 邑南町 島根県立
矢上高等学校 みつゆり号

11

島根おおちトピックス



　

地
区
本
部
営
農
部
は
、
水
害
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
品
目
と
し
て
タ
マ
ネ
ギ
の
導

入
を
始
め
ま
し
た
。
水
害
が
頻
発
す
る
江
津
市
、
川
本
町
、
美
郷
町
と
連
携
し
、「
島

根
お
お
ち
タ
マ
ネ
ギ
生
産
者
協
議
会
」
を
設
立
し
、７
月
ま
で
に
収
穫
可
能
な
早
生
、

中
生
品
種
の
試
験
栽
培
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
直
近
４
年
間
で

３
回
も
水
害
が
あ
っ
た
江
の
川
流
域
で
は
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
耕
作
放
棄

の
加
速
化
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
生
産
意
欲
を
高
め
よ
う
と
園
芸
重
点
６
品
目
の
一

つ
、タ
マ
ネ
ギ
を
提
案
し
、桜
江
町
に
３
戸
約
30
ア
ー
ル
、美
郷
町
に
１
戸
約
60
ア
ー

ル
の
試
験
圃
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

益
田
佑
一
営
農
指
導
員
は
「
農
業
者
、
行
政
な
ど
の
協
力
で
試
験
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
で
水
害
を
回
避
で
き
、
タ

マ
ネ
ギ
の
産
地
化
が
図
れ
る
よ
う

成
功
事
例
を
残
し
た
い
」
と
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

　

11
月
上
旬
に
は
江
津
市
桜
江
町

合
同
会
社
奈
良
屋
、
美
郷
町
一
般

社
団
法
人
フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
美

郷
の
圃
場
で
、
タ
マ
ネ
ギ
の
全
自

動
移
植
機
の
実
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
掘
り
取
り
機
等
機
械

化
体
系
の
実
証
も
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
広
報
誌
で
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
害
リ
ス
ク
回
避
へ

　
タ
マ
ネ
ギ
試
験
栽
培
ス
タ
ー
ト

　

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

邑
智
農
業
部
と
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
は
、
令
和
４
年
産
出
荷
野
菜

座
談
会
を
14
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

邑
智
農
業
部
農
業
普
及
指
導
員

か
ら
は
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い

て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
営
農
指
導
員
か

ら
は
主
要
品
目
（
白
ね
ぎ
、
ナ
ス
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
）
の
本

年
度
の
栽
培
を
振
り
返
っ
た
話
、

令
和
４
年
度
地
区
本
部
園
芸
振
興

計
画
の
説
明
を
行
い
、
作
付
け
拡

大
、
収
量
増
、
良
質
な
農
産
物
の

生
産
に
繋
げ
る
た
め
の
意
見
交
換
を
生
産
者
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
令
和
３
年
度
栽
培
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
各
生
産
者
の
課
題
等
を
記
入
し
て
も

ら
い
、
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
、
地
区
本
部
営
農
指
導
員
で
検
討
し
生
産
者
個
々

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
主
な
園
芸
振
興
の
取
り
組
み
は
、
白
ね
ぎ
新
規
作
付
け
拡
大
の
た
め

に
栽
培
塾
の
開
催
、
ナ
ス
の
品
質
向
上
と
し
て
防
風
対
策
、
ピ
ー
マ
ン
大
作
戦
に

よ
る
新
規
生
産
者
の
拡
大
、
菌
床
し
い
た
け
の
年
末
需
要
対
策
、
出
荷
野
菜
土
づ

く
り
対
策
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
10
月
出
荷
の
技
術
確
立
、
タ
マ
ネ
ギ
生
産
拡
大
に
向

け
た
機
械
化
実
証
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
産
出
荷
野
菜
座
談
会
開
催

タマネギの全自動移植機の実演会の様子

24
11月

7
12月

~

14会場

座談会で生産者と営農指導員が意見を交わす様子

新規新規
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J
A
し
ま
ね
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
発

展
を
図
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
・
自
然
・
文
化

等
を
活
か
し
た
『
地
域
力
』
を
発
揮
し
「
元
気
な
地
域

づ
く
り
」「
環
境
保
全
活
動
」
な
ど
地
域
貢
献
・
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
を
表
彰
・
支

援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
島
根
お
お
ち
管
内
で
は
、

美
郷
町
の
「
酒
谷
上
集
落
営
農
組
合
」
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。「
酒
谷
上
集
落
営
農
組
合
」
で
は
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
遊
休
農
地
が
増
え
る
中
、
県
道
美
郷

飯
南
線
沿
い
へ
の
も
み
じ
植
栽
な
ど
の
景
観
美
化
と
、

農
地
の
荒
廃
防
止
の
た
め
サ
ツ
マ
イ
モ
や
里
芋
を
栽
培

し
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
活
用
な
ど
地
域
住
民
の
交
流
と
地

域
活
性
化
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
酒
谷
地
域
の
秋
祭

り
を
中
心
に
「
も
み
じ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
伝
統
の

祭
り
ば
や
し
や
県
道
沿
い
の
も
み
じ
と
光
八
幡
宮
の
大

銀
杏
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、
山
く
じ
ら
汁
、
香
茸
む
す

び
、
猪
肉
、
牛
肉
の
焼
き
肉
、
焼
き
芋
な
ど
の
バ
ザ
ー
、

地
場
産
の
野
菜
、
果
物
、
加
工
品
な
ど
を
軽
ト
ラ
の
荷

台
で
販
売
す
る
軽
ト
ラ
市
な
ど
を
行
い
、
多
く
の
町
内

外
の
方
で
賑
わ
い
ま
す
。「
酒
谷
上
集
落
営
農
組
合
」

の
皆
さ
ん
は
、
も
み
じ
の
下
刈
り
、
清
掃
、
農
地
の
活

用
な
ど
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
一
生
懸
命
活
動
に

参
加
し
て
お
ら
れ
、
若
い
世
代
に
向
け
て
地
域
の
素
晴

ら
し
い
環
境
、
農
地
、
文
化
を
継
承
で
き
る
よ
う
に
と

活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

※�

残
念
な
が
ら
今
年
の
「
も
み
じ
祭
り
」
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

J
A
グ
ル
ー
プ
T
A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
2
0
2
1

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
な
か
で
全
国
の
J
A
、

ま
た
T
A
C
職
員
６
名
の
活
動
表
彰
が
行
わ
れ
、
島
根
お
お

ち
地
区
本
部
か
ら
邑
北
営
農
生
活
ブ
ロ
ッ
ク
T
A
C
の
前
田

晃
弘
職
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
地
域
農
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
中

核
的
な
役
割
を
果
た
す
T
A
C
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

参
加
者
間
で
共
に
考
え
、
相
互
研
鑽
を
行
う
場
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
T
A
C
活
動
は
、
農
業
を
と

り
ま
く
環
境
へ
の
危
機
感
か
ら
担
い
手
農
家
へ
出
向
く
活
動

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
始
ま
り
、
活
動
は
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

前
田
T
A
C
は
、
地
域
の
農
業
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
や
サ
ル
被
害
に
よ
る
生
産

意
欲
減
退
の
解
決
に
向
け
て
、
サ
ル
の
食
害
が
極
め
て
少
な
く
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
需

要
の
あ
る
ピ
ー
マ
ン
の
産
地
振
興
を
「
ピ
ー

マ
ン
大
作
戦
」
と
称
し
、
川
本
町
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
ピ
ー
マ
ン
大
作
戦
で
は
、
行
政

へ
の
働
き
か
け
に
よ
る
新
規
補
助
金
の
獲
得

や
町
営
バ
ス
を
活
用
し
た
「
貨
客
混
載
事

業
」
に
よ
る
新
た
な
物
流
の
仕
組
み
づ
く

り
、
地
元
小
学
校
で
の
食
育
活
動
な
ど
、

様
々
な
振
興
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

ピ
ー
マ
ン
の
生
産
拡
大
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
作
付
面
積
は
２
倍
に
な
り
、
新

規
生
産
者
14
名
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ
る

な
ど
、
ピ
ー
マ
ン
大
作
戦
を
地
域
全
体
に
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動
表
彰

T
A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
2
0
2
1

12
11月

17
11月

18
11月

・
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ゆ
と
り
倶
楽
部
第
７
回
講
座
は
19
名
が

参
加
し
、
家
の
光
地
方
講
師
の
影
山
和
美

先
生
を
お
招
き
し
て
「
フ
レ
ン
チ
メ
ゾ
ン

デ
コ
ー
ル
」
を
習
い
ま
し
た
。「
フ
レ
ン
チ

メ
ゾ
ン
デ
コ
ー
ル
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
伝
統

の
手
芸
で
、
厚
紙
に
美
し
い
布
を
張
り
装

飾
品
を
作
る
手
芸
で
す
。
今
回
は
部
屋
に

飾
っ
て
も
素
敵
な
小
物
入
れ
を
作
り
ま
し

た
。
初
め
に
影
山
先
生
か
ら
作
業
の
説
明

を
受
け
、
小
物
入
れ
内
側
用
の
柄
布
と
外

側
用
の
無
地
布
を
選
ん
だ
あ
と
実
技
指
導

を
受
け
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
途

中
、
磁
石
を
２
個
ず
つ
四
隅
に
貼
り
つ
け

る
作
業
で
は
磁
石
同
士
が
く
っ
付
い
た
り
、
ボ
ン
ド
で
手
に
く
っ
付
い
た
り
し
て

「
こ
れ
、
ち
ゃ
ん
と
来
る
か
な
ぁ
」「
磁
石
が
う
ま
く
付
か
な
い
」
な
ど
と
苦
労
し

て
い
ま
し
た
が
、
お
互

い
に
協
力
し
合
い
素
敵

な
小
物
入
れ
が
完
成
し

ま
し
た
。
受
講
生
た
ち

は
「
ち
ゃ
ん
と
で
き
て

安
心
し
た
」「
早
速
家

で
使
い
ま
す
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
邑
智
支
部
は
、
平
成
28
年
か
ら
美
郷
町
に

あ
る
お
お
ち
保
育
園
の
園
児
と
邑
智
小
学
校
一
年
生
を
対
象
に
サ
ツ

マ
イ
モ
の
植
え
付
け
と
収
穫
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
お

お
ち
保
育
園
さ
く
ら
組
（
年
長
）
園
児
17
名
を
招
い
て
、
美
郷
町
粕
淵
に
あ
る
烏

田
裕
一
支
部
長
の
圃
場
で
芋
ほ
り
を
行
い
ま
し
た
。
烏
田
支
部
長
の
挨
拶
と
掘
り

方
の
説
明
の
あ
と
、
手
に
シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
て
先
生
の
「
う
ん
こ
ら
し
ょ
‼�

ど
っ

こ
い
し
ょ
‼
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
掘
り
始
め
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
「
あ
ー

見
え
て
き
た
」「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」「
出
て
こ
い
や
ー
」「
や
っ
た
ー
、
お
っ

き
い
の
が
で
て
き
た
ー
」
な
ど
口
々
に
歓
声
を
あ
げ
、
押
し
た
り
、
引
い
た
り
、

泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
26
日
に
は
邑
智
小
学
校
一
年
生
21
名
が

同
じ
場
所
で
芋
ほ
り
を
行
い
、
掘
っ
た
芋
は
、
給
食
へ
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
11
月
下

旬
～
12
月
上
旬
に
か
け
て
邑
智
小
学
校
の
校
庭
で
焚
火
を
し
て
、
さ
く
ら
組
と
一

年
生
合
同
で
「
焼
き
芋
交
流
会
」
を
行
う
予
定
で
す
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
７
回
講
座
開
催

お
お
ち
保
育
園
児
に
ぎ
や
か
に
芋
掘
り

17
11月

28
10月
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石 見 支 店
　秋の全国火災予
防運動に合わせ
て、江津邑智消防
組合羽須美出張所
の皆様にご指導い
ただき、火災発生
時の119番通報訓
練と消火器を使用

した消火訓練を実施しました。もし火災が
起きても、窓口来店者の方を安全に避難誘
導ができるように、今後も訓練を重ねてい
きたいと思いま
す。
　寒くなり、お家
でも暖房器具を使
う機会が増えま
す。火の取り扱い
には十分お気を付
けください。

羽須美支店支店
だよ
り

11月25日（木）矢上屋内多目的コートにおいて石見
支店年金受給者友の会主催のグラウンドゴルフ大会が開
催されました。昨年は、新型コロナウイルス感染拡大の
影響で中止となりましたが、今年度の秋の大会は開催で
きる運びとなり２年ぶりに実施することができました。
おかげさまで43名の参加をいただき、久しぶりに年
金受給者の皆さんの活気あふれる場となり、その元気に
圧倒されました。
いよいよ今年も残すところ１ヶ月となり、一年間地域
の皆様と組合員の皆様にご協力いただき誠にありがとう
ございました。
来年も引き続きよろしくお願いいたします。

 第22回石見支店年金受給者友
の会グラウンドゴルフ大会の上
位３名の皆さんをご紹介します。

支店
だよ
り

順位 氏　名 地域

優　勝 寺本　和人　様 日和

準優勝 上田　富代　様 矢上

第３位 田村　了枝　様 矢上
右側：３　位　田村　了枝　様
中央：優　勝　寺本　和人　様
左側：準優勝　上田　富代　様

　

島
根
お
お
ち
菌
床
し
い
た
け
生
産
組
合
は
食
育
強
化
月
間
に
併

せ
、
島
根
県
、
美
郷
町
、
邑
智
郡
森
林
組
合
、
島
根
お
お
ち
地
区
本

部
と
連
携
し
て
美
郷
町
立
邑
智
小
学
校
六
年
生
25
名
を
対
象
に
二
時

間
の
し
い
た
け
食
育
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
一
時
間
目
は
地
元
で
生
産
さ
れ
る

特
産
物
の
紹
介
と
、
森
と
き
の
こ
の
関
係
や
し
い
た
け
が
胞
子
を
飛
ば
す
様
子
、
成

長
過
程
、
栄
養
素
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
・
動
画
を
用
い
た
説
明
の
あ
と
、
生
産
者
の

新
田
晋
太
郎
さ
ん
と
J
A
職
員
が
ク
イ
ズ
な
ど
を
取
り
入
れ
ブ
ラ
ン
ド
菌
床
し
い
た

け
「
樹
の
香
」
の
生
産
量
や
栽
培
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
生
産
量
を
聞
い
た
児

童
か
ら
は
「
わ
ー
あ
、
す
ご
い
」「
思
っ
た
よ
り
多
い
」
な
ど
と
感
嘆
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
森
林
組
合
か
ら
は
、
菌
の
繁
殖
と
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
の
変
化
に
つ
い
て
実

物
を
示
し
な
が
ら
話
さ
れ
、
島
根
県
か
ら
は
県
版
農
業
生
産
工
程
管
理
（
G
A
P
）

「
美お

い味
し
ま
ね
認
証
」
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
二
時
間
目
は
収
穫
体
験
と
試
食
を

行
い
、
新
田
さ
ん
か
ら
菌
床
し
い
た
け
の
収
穫
の
コ
ツ
を
聞
き
、
順
番
に
収
穫
し
た

も
の
を
焼
い
て
試
食
し
ま
し
た
。
普
段
し
い
た
け
が
苦
手
な
児
童
も
「
お
い
し
い
」

と
完
食
し
ま
し
た
。
新
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
に
地
元
で
生
産
さ
れ
る

食
材
の
味
を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
安
全
安
心
な
食
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
尽
力
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

し
い
た
け
食
育
出
前
授
業
in
邑
智
小
学
校9

11月

15

島根おおちトピックス



頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 97 1,111,000 141,900 644,838 
ヌキ 129 988,900 467,500 793,245 
合計 226 729,548 

島根おおち
メス 8 711,700 537,900 642,675 
ヌキ 15 988,900 612,700 812,827 
合計 23 753,643

瑞 穂
メス 2 705,100 644,600 674,850 
ヌキ 3 988,900 705,100 896,866 
合計 5 808,060 

羽 須 美
メス
ヌキ 1 907,500 905,700 905,700 
合計 1 905,700 

石 見
メス
ヌキ 3 773,300 612,700 704,367 
合計 3 704,367 

川 本
メス 3 644,600 608,300 632,500 
ヌキ 3 787,600 741,400 772,200 
合計 6 702,350 

邑 智
メス 3 711,700 537,900 631,400 
ヌキ 5 935,000 719,400 832,920 
合計 8 757,350 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

県外移出率県外移出率

45.14%合計合計38.78%去勢去勢雌雌 52.30%

隠岐“反落”、西部“続落”、中央〝続伸〟
令和３年11月子牛市場成績表

本県11月の子牛市場は、隠岐・西部・中央で開設し812頭
の取引があり、平均価格は、隠岐市場581,856円（前回比44
千円安）で、“反落”西部市場668,295円（前回比42千円安）
で“続落”、中央市場729,548円（前回比13千円高）で、“続伸”
の取引となりました。 

隠岐市場では年３回の開設のため上場牛の月齢にはバラツ
キがありましたが、D.G（日増体量）は１以上の良好な牛が多
く見られました。 

一部購買者からは、200日、200キロ程度に仕上げてほし
い（市場開設月を考慮した繁殖）との意見もありました。 

西部、中央市場の上場牛は生産者の手入れが行き届いてお
り雌、去勢ともに発育、揃いが良く特に肋張りのしっかりとし
た牛に仕上がっていました。 

枝肉相場においては、外食は十分に回復していませんが、
量販店では年末用の仕込みを少しずつスタートするとの声も
聞かれ、そのための商品調達も始まりつつあり、動き出す気
配も感じられます。また、一部では３～４等級主体の取引から、
５等級の引き合いが強まっています。 

このような状況下ですが食肉販売・小売業者にとっても販
売不振により厳しい状況は変わりません。畜産農家・関係団
体と一体となり、和牛肉消費に協力しこの難局を乗り切りま
しょう。 

このような時こそ、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大及
び後継者づくりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内
各子牛市場へ安心して購買に来て頂けるよう上場頭数の確保
につとめましょう。

令和３年11月子牛市場成績表

銀　賞	 木下　一蔦 さん 「おこめづくり」　 （川本小学校：１年生）
銅　賞	 森脇　　蒼 さん 「ぼくらを支える農工業」　 （瑞穂小学校：６年生）
佳　作	 植田　恵深 さん 「めぐみのとまと」　 （川本小学校：１年生）
　　　　	 相原　　杏 さん 「すいかとトマト」　 （川本小学校：１年生）

条幅の部　銅　賞　金子　陽里 さん（瑞穂小学校：５年生）
半条の部　佳　作　金子　陽里 さん（瑞穂小学校：５年生）

銅　賞	 太田　莉緒 さん（邑智小学校：４年生）
佳　作　福西　　蘭 さん（桜江小学校：１年生）坂山珠々來 さん（矢上小学校：１年生）
 置名　結衣 さん（邑智小学校：２年生）松谷　詩音 さん（邑智小学校：５年生）

　残念ながら該当が有りませんでした。

今年もJAグループ主催の各種コンクールに多くの作品を応募いただきありがとうございました。

第43回みどりをまもる小学生作文コンクール第43回みどりをまもる小学生作文コンクール

第47回みどりを守る児童画コンクール第47回みどりを守る児童画コンクール

第42回JA共済小・中学生書道コンクール第42回JA共済小・中学生書道コンクール

第50回JA共済小・中学生交通安全ポスターコンクール第50回JA共済小・中学生交通安全ポスターコンクール

入賞おめでとうございます‼
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店　舗 時間
12月27日 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日 1月7日

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

瑞穂SS
開店時間

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
8：30

休み 休み
8：30 8：30 8：30

通常どおり 通常どおり
閉店時間 17：00 17：00 17：00 17：00

井原SS
開店時間

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
8：30

休み 休み
8：30 8：30 8：30

通常どおり 通常どおり
閉店時間 17：00 17：00 17：00 17：00

市木SS
開店時間

通常どおり 通常どおり 休み 通常どおり 通常どおり 休み 休み 通常どおり 通常どおり 休み 通常どおり 通常どおり
閉店時間

阿須那SS
営業時間
(開店時間)

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
7：30

休み 休み 休み 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
営業時間
(閉店時間) 12：00

日和SS
開店時間

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
9：30

休み 休み 休み 休み 通常どおり 通常どおり 通常どおり
閉店時間 15：00

日貫SS
開店時間

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
8：00

休み 休み 休み
8：00

通常どおり 通常どおり 通常どおり
閉店時間 14：00 17：00

宮内SS
開店時間

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 休み 休み 休み 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
閉店時間

LPGセンター
開店時間

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
8：30

休み 休み 休み 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり
閉店時間 12：00

店　舗
12月27日 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 ₁月₁日 ₁月２日 １月３日 １月４日

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日

口　羽 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～17：00 休み 休み 休み 9：00～18：00

矢　上 9：30～20：00 9：30～20：00 9：30～20：00 9：30～20：00 9：30～18：00 休み 休み 休み 9：30～20：00

日　和 9：30～18：30 9：30～18：30 9：30～18：30 9：30～18：30 9：30～15：00 休み 休み 休み 休み

日　貫 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～14：00 休み 休み 休み 9：00～17：00

大　和 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～12：00 休み 休み 休み 休み

市　山 8：00～17：00 8：00～17：00 8：00～17：00 8：00～17：00 8：00～12：00 休み 休み 休み 8：00～12：00

12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日
金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

各事業所 
配送受付

通常どおり 
（12月27日

配送分）
休み 休み

通常どおり 
（1月５日

配送分）

通常どおり 
（1月５日

配送分）

通常どおり 
（1月５日

配送分）

通常どおり 
（1月５日

配送分）
休み 休み 休み 休み

通常どおり 
（午前中まで

受付：1月
５日配送）

通常どおり

配送 通常配送 休み 休み 通常配送 配送休止 配送休止 配送休止 休み 休み 休み 休み 配送休止 通常配送

【店　舗】

【配送センター】

【給油所・LPGセンター】

12/30（木曜日） 12/31（金曜日） １/１（元旦） １/２（日曜日） １/３（月曜日） １/４（火曜日）

８：45～20：00
通常営業

９：00～20：00
祝日営業

９：00～20：00
祝日営業

９：00～20：00
祝日営業

９：00～20：00
祝日営業

８：45～20：00
通常営業

年末年始のATM稼働について

年末年始の業務について
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◇
色
々
と
情
報
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
畑
の
仕
事
に
便
利
な
農
具
類

が
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。�

石
見
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

70
代

●
農
業
の
七
つ
道
具
、
鍬
、
ス
コ
ッ
プ
、
レ
ー
キ
、
鎌
な
ど
用
途
に
よ
っ
て
色
々
種
類
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
土
起
こ
し
、
畝
立
て
、
除
草
、
土
寄
せ
な
ど
道
具
を
変
え
る
と
作
業
効

率
も
上
が
り
ま
す
ね
。

◇
今
年
も
あ
と
一
ヶ
月
余
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
が
出
て
随
分
と
感
染
者
が
減
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
年

ま
た
ま
た
流
行
す
る
の
で
は
と
…
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
密
を
避
け
て
乗
り
切
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
家
時
間
が
多
か
っ
た
分
「
し
ま
ね
び
よ
り
」
の
“
し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
”
は

大
変
に
役
立
ち
ま
し
た
。�

川
本
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

70
代

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
聞
か
な
い
日
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
紅
葉
の
季
節
に

な
る
頃
に
は
少
な
く
な
り
ホ
ッ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
…
、
ま
た
新
た
な
変
異
株
が
発
見

さ
れ
戦
々
恐
々
で
す
。
食
い
止
め
て
ほ
し
い
‼　

み
な
さ
ー
ん
！�

予
防
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
‼

◇
県
産
品
で
秋
の
味
覚
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
♡　

私
も
食
べ
て
み
た
い
で
す
ね
。
一
年

中
の
産
品
を
利
用
し
て
島
根
に
し
か
な
い
ス
イ
ー
ツ
を
考
え
て
商
品
化
た
く
さ
ん
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
県
内
な
ら
ど
こ
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
今
年
は
私

の
家
で
柿
が
た
く
さ
ん
な
っ
た
の
で
近
所
の
人
、
知
合
い
、
親
戚
、
も
っ
た
い
な
い
の
で

残
さ
な
い
よ
う
食
べ
て
頂
き
ま
し
た
。�

邑
智
支
店
管
内　

О
さ
ん　

60
代

●
「
秋
の
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
味
わ
い
た
か
っ
た
で
す
ね
。
県
産
品
で
島
根
独
自
の
ス
イ
ー

ツ
を
商
品
化
、
い
い
で
す
ね
。
島
根
に
も
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
カ
キ
な
ど
た
く
さ
ん
の
果

物
や
野
菜
な
ど
の
産
品
が
あ
り
ま
す
も
の
。
材
料
は
豊
富
な
の
で
期
待
し
た
い
で
す
。

◇
昨
日
、主
人
、孫
３
人
と
「
神
楽
門
前
湯
治
村
」
に
神
楽
特
別
公
演
を
観
に
行
き
ま
し
た
。

久
し
振
り
の
神
楽
に
見
入
っ
て
し
ま
い
、
寒
さ
も
吹
っ
飛
び
満
喫
し
て
帰
り
ま
し
た
。

�

桜
江
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

60
代

●
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
お
祭
り
や
学
校
行
事
な
ど
も
中
止
や
延
期
に
な
り
、
自
粛
、
自
粛

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
今
回
、
久
し
ぶ
り
に
ご
家
族
と
神
楽
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
良
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
ね
。
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

女
性
部
伝
統
の
角
寿
司
を
作
る

瑞
穂
支
部
「
寄
せ
植
え
」

島
根
お
お
ち
女
性
部
は
邑
南
町
中
野
地
区
に
あ

る
J
A
中
野
団
地
セ
ン
タ
ー
調
理
室
に
お
い
て
「
香

茸
、ニ
ン
ジ
ン
、ゴ
ボ
ウ
、栗
の
甘
露
煮
、干
し
エ
ビ
、

卵
」
な
ど
の
材
料
を
持
ち
寄
り
、
昔
か
ら
こ
の
地

域
で
お
祝
い
事
や
お
祭
り
な
ど
に
作
ら
れ
て
い
た

伝
統
料
理
の
角
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
集

ま
っ
た
部
員
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
ゴ
ボ
ウ
を
さ

さ
が
き
に
し
、
香
茸
と
ニ
ン
ジ
ン
を
み
じ
ん

切
り
に
し
て
、
み
り
ん
、
醤
油
な
ど
で
煮
付

け
た
具
を
作
り
、
す
し
飯
に
栗
の
甘
露
煮
と

一
緒
に
入
れ
軽
く
丸
め
て
か
ら
専
用
の
木
枠

に
入
れ
、
干
し
エ
ビ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
葉
、
薄

焼
き
卵
を
飾
り
、
上
か
ら
木
蓋
で
し
っ
か
り

押
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
形
の
そ
ろ
っ
た

彩
り
の
よ
い
角
寿
司
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

部
員
は「
な
か
な
か
家
庭
で
は
作
ら
な
く
な
っ

た
角
寿
司
で
す
が
、
子
供
た
ち
や
若
い
世
代

に
も
知
っ
て
も
ら
い
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
女
性
部
瑞
穂
支
部
で
は
８
名

の
部
員
が
集
ま
っ
て
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
葉
ボ
タ
ン
や
ビ
オ
ラ
な
ど
と
い
っ
た
季

節
の
草
花
を
使
用
し
、
色
鮮
や
か
な
寄
せ
植

え
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
営

農
部
加
島
部
長
に
野
菜
の
育
て
方
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
部
員
同
士
の
交
流
を
大
切
に
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

島根おおち地区本部

問い合わせ先 組合員課 ☎83-1802

女 性 部 が 行 く

15
11月

9
11月
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それは……

をさせていただきます！！

この冬は

オトク

まだＪＡカードをお持ちでない方は、いますぐにお近くのＪＡ窓口までご来店ください。

JAカードでオトク に給油をしましょう！

JAカードで に給油しよう!!

JA-SSでガソリンが２円引き!?

ご存じですか？？
JAのガソリンスタンドでは、実はガソリンを
オトク　 に給油する方法があるんですよ！

JAカードでのお支払いJAカードでのお支払い

請求時に１リットル/２円引き請求時に１リットル/２円引き

20



　　

年金受給前の人も、受給中の人も、
年金記録を確認しましょう!!

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね 島根おおち統括支店 金融課  TEL.0855-83-1803

１月の行事予定
対話集会
13：30～　地区本部２階大会議室

15日（土）・17日（月）・18日（火）１月の外勤日

1月24日月

　「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」、「年金請求書」で確認できる年金加入記録に「未加」（未
加入）、「空いている期間があります」と書かれた期間があり、保険料未納などの覚えがない場合は、
自分の年金記録を確認してみましょう。

　どのような場合に「もれ」や「誤り」となるのかな？
　「短期間でも会社や工場などで働いた事がある」　「転職やグループ会社に出向経験がある」
「姓が変わったことがある」　「名前が読み間違えられやすい」といった人は年金記録に漏れ
がある可能性があります。年金記録に漏れがあり、持ち主不明の年金記録の中から自分の記
録が見つかれば、年金額が増える可能性もあります。すでに受給中の人は、これまで受給で
きていなかった分もさかのぼって受給できます。

　年金記録の確認方法は？
　　最寄りの年金事務所やJAにて年金に関する無料相談会をしています。
　�　相談の際は、年金手帳・年金証書（受給中の方）・ねんきん定期便・職歴が分かる書類など
を持参されると確認作業が進めやすくなります。
　　ご利用してみてください。

１月の年金相談会
邑智支店　1/22（土）　10：00～15：00
川本支店　1/23（日）　10：00～15：00
大和支店　1/29（土）　10：00～15：00
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